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FD(ファカルティー・ディベロップメント)事業実績

琉球大学大学教育センター

第 25回(公開研究授業英語による法学の講義)

平成 15年 5月 17日(土)

趣 旨: グローパリゼーションの進展は急であり、大学においても外国語の力の

育成は重要な目標となっている。琉球大学においても、異文化理解力・外

国語運用能力の向上が中期目標として揚げられ、それを具体化するものと

して、英語による授業が提唱され、議論を呼んだ。

この間の論議を通して、英語による授業は、それに向いた科目、向かな

い科目、学生の需要、教育上の意義や効果などが課題であることが明らか

になってきたが、本研究授業は、外国語科目以外で英語による授業の一例

を公開し、英語による授業の可能性を研究するものである。

なお、本講義は、法科大学院の 1年生の講義を想定して行われる。法科

大学院の 1年生は法学を初めて学ぶ学生(法学未履修者)である。教育方

法は、ソクラテス・メッソドと呼ばれる、双方向・問答式で講義の展開

を試みる。

日 時:平成15年 5月 17日仕)14:00"'-'15:30

講義者:高良鉄美(法文学部教授)

Fritz Snyder (モンタナ大学ロースクール教授)

対象者:学生及び教職員

場所:法文学部新棟 114教室

参加者:学生 30名

教職員 40名
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第 26回(大学教育ワークショップ)

平成16年 2月 6日(金)

昨年始まった「特色ある大学教育支援プログラム」は、文科省主導のもと、各大学

で行われている先進的な気養育の取り組みに対して、予算を配分し、積極的に評価し

ようとしづ試みです。これは「教育版COEJや fCOLJなどとし、う通称で呼ばれ、

最近では fGPJ(Good Practice) と呼ばれ始めています。こうした名称からもわかる

ように、他大学のよい手本となる「よい実践j が重視される時代になっていると言え

ます。

そうした中で、大学教育センターでは、昨年 1月に、当時の日本高等教育学会会長

で、あった有本章教授をお招きし、「来るべき教育版COEへ向けてj というタイトルで

ご講演いただきました。残念ながら昨年は採択には至りませんでしたが、今回はその

2弾として、鳥取大学の大学教育総合センター長である清水克哉教授をお招きし、さ

まざまなお話をうかがいます。

鳥取大学は昨年の「教育版COEJにも採択されており、大学生の学習意欲をいか

にして高めていくかという課題に大学全体で取り組んでいます。今回は情報交換を目

的とした懇談会形式で行いますので、直接、貴重な意見をお聞きすることが出来るか

と思います。

多数の参加をお待ちしています。

0講 師:清水克哉(鳥取大学大学教育総合センター長)

O場所:共通教育棟大会議室

0日時:平成 16年2月6日(金) 14:00----16:00 

0対象者教職員
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第 27回りに学教育ワークショップ)

平成 16年 2月 6日(金)

趣旨 最近の大学教育をめぐる動きにはめまぐるしいものがあります。教育の質を確保し

ようと大学評価・学位授与機構等による「外部評価」が始まり、また「特色ある大学教育

支援プログラムJ (し、わゆる「教育版COEJ)では、先進的な教育の取り組みに対して

予算を配分するなど、積極的に評価しようという傾向にあります。

こうした動きは、独法化と連動するものであるとも言えますが、一方では、大学生の学

力低下や、教養離れにも起因していると言えます。いずれにしても、教育の質が常に問わ

れる厳しい時代に大学はさらされているということは事実であると思われます。

さて、そうした厳しい時代の中で、学ぶべき先進的な取り組みをしている国立大学もあ

ります。今回は、鳥取大学の大学教育総合センター長の清水克哉教授をお招きします。鳥

取大学は、大学生の学習意欲をし、かにして高めていくかに力を入れており、前回の「教育

版 COEJ にも採択されています。鳥取大学の大学教育総合センターでの取り組みも、教

育版COEにも関連しますが、大学生の学力低下の背景に学習意欲の低下があり、さらに

それを支える体力の低下もあるので、それらを総合的に向上させていくことが必要である

という視点からの試みです。当日はそうした鳥取大学の具体的な取り組み状況についてお

話をうかがうことになっております。こうした取り組みを学ぶことは琉球大学としてもメ

リットが大きし、かと思われます。またとないよい機会ですので、多数の皆様の参加をお待

ちしております。

0講 師:清水克哉(鳥取大学大学教育総合センター長)

O場所:文系総合研究棟 7階多目的室

0日 時 : 平 成 16年 2月 6日(金) 16:00""'18:00 

日程等: 1 5 : 3 0受付

司会:西本裕輝(大学教育センター)

挨拶:村山盛一(副学長)

1 6 : 0 0 開始

17: 3 0 終了

17:30""'18:00質疑応答

1 8 : 1 5閉会の挨拶渡久山 章伏学教育センター長)

参加者教職員 24名
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